
就農への第一歩を中之条から  若者と地域をつなぐ農業体
験プログラム

事業概要

事業の目的・背景

『子ども農山漁村交流プロジェクト』は、農山漁村での体験活動を通して、子どもたちの生
きる力を育むとともに、地域と子どもたちとの交流により、地域の再生や活性化を図るプロ
ジェクトです。

群馬県吾妻郡中之条町



取組の内容

就農に興味のある次世代の若い人材に対し、学校では経験できない実際の農業現場体験を通
じて、農業という職業観を養ってもらうだけではなく、地域で暮らす楽しさや人々の暖かさ
を感じてもらい、中之条のファンになってもらい、将来的には就農や農業を支える一助にな
ってもらうことを期待して、７泊８日の農業インターンシップ（野菜・果樹・花き・酪農）
を行いました。

また、受入れ先農家には、継続的に若者を受け入れる体制を整えることにより、地域の農業
担い手の獲得や、就農人材を循環するシステムづくりを目指して実施しました。

1日目

【12:00：中之条駅集合】
午後　昼食後、農家さん挨拶、地域案内（地域の農業地帯や地域
の歴史博物館、その他観光コンテンツ）

2〜3日目 複数の農家さんにて農業体験を実施。

4日目
基本は休日（有志の高校生で中之条を楽しむため、ファンになっ
てもらうために地域体験、暮らし体験）



5〜6日目 複数の農家さんにて農業体験を実施。

7日目

【午前】
農家さんにて農業体験を実施。

【午後】
地元吾妻中央高校との交流事業を実施。

8日目（最

終日）

農家さんへご挨拶、お礼
【12:00：解散】

参加者は、都内周辺の農業高校生であり、インターン終了後に行った学校との意見交換会で
は、「体験終了後、自分の進路をより明確に捉えることができるようになった」という意見
がありました。

子ども農山漁村交流プロジェクトでは、令和４年度（都立園芸高校との交流）、令和５年度
（神奈川県立吉田島高等学校との交流）と２カ年事業を実施。

参加した生徒のほとんどが農業関係に進学しており、農業体験での経験が大いに役立ったと
いう声が届いています。



今後の展開として、インターン事業の仕組みを生かした特定地域づくり事業協同組合の設
立・制度導入の検討も行っています。

教育現場からの反響として学校側から授業以外で学べることが非常に多く、また、農作業や
地域のイベント参加等を通して、他地域の生徒や他世代との交流を図ることができ、大変貴
重な体験をさせてもらっているという声がありました。

年度当初の
事業計画か
ら事業終了
後、継続的
な関係を築
くために翌
年度の計画
に向けて、
その都度打
合せを行い
ました。

特に事業終
了後には学
校を訪問
し、事業報

告や意見交換を行うことで事業目的や効果を共有し、学校側との信頼関係を築いています。

その結果、令和4年度に子ども農山漁村交流プロジェクトで交流した都立園芸高校からは、
令和６年にも農業インターンシップに８名が参加し、令和７年には同校と農業インターンシ
ップ事業協定書を締結し、13名が参加予定です。



交流事業は、送り出し側の学校の協力が必要不可欠であるため、関係性構築に重きを置くこ
とが事業継続へのポイントの一つであると考えています。

インターンシップを通じて芽生えた経験やつながりが、地域と若者の双方にとってかけがえ
のない財産となっていくことでしょう。


